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神奈川県津久井町長者舎産ヨハンセン輝石

力日 藤 aB 

Johanns巴nitefrom Choujagoya, Tsukui machi, Kanagawa Prefecture 

Akira KATO 

序 接して珪質の火砕岩をはさむ峨積岩層があり，再結晶

ヨハンセン輝石は理想化学組成式 CaMn[Si,05〕， 作用を受けている。

透輝石系鉱物の一員をなす単斜輝石で，わが国におい 試料は外観陥赤褐色，マンガン鉱物特有の黒色皮膜

ては1964年桃井斉によ って，岡山県真庭郡勝山町大 がおおっており ，新鮮面では主と して黒色塊状のブラ

名草鉱山の接触交代型の亜鉛・鉛鉱床を構成するスカ ウン鉱と赤鉄鉱がよく見られ，その間を充たすように

ノレン中に発見されて以来，同型式の接触交代鉱床に伴 暗赤色不定形の紅簾石の集合があり，これが更に褐色

なわれるスカノレンの一成分として（例：埼玉県秩父鉱 ないし淡灰褐色のヨハンセン輝石の集合を包有してい

JlJ c福岡 ・広渡，1978）〕，浅熱水性鉱脈鉱床の脈石鉱 る。大きさは 1～5mm程度，輪廓の規則性や配列の方
物と して（例 ：山形県八谷鉱山（谷口， 1969）），低変 向性は認められなL、。破面上では，柱状の晶相を暗示

nx:の層状マンガン鉱床の鉱石鉱物として（例： 山梨県 する努開面の観察されることもあり，結晶粒の長さは
落合鉱山（KATOet al., 1981）），あるいはチャート中 O. 5mm以下である。

の新｜脈として（例： 高知県大花（力［曜，未発表〉）産 鏡下では一つの集合は細長い扇状の内部構造を持つ

することが知られているが，世界的には比較的産出の た十数個の小集合の合体したもので，その大きさはさ

稀な鉱物である。 まざまである。境界は鋸歯状をなし，たんぽぽの葉の

今回確認されたものは，丹沢山地を構成する低変成 ような輪廓が見られる。これらは外方から中心に向か

度の変成岩中に発達する小規模な層状マンガン鉱床か って伸びており， 葉の中心に当る所には，暗褐色のき

らの転石と思われるが，比較的高い酸素分圧条件下で わめて微細な包有物がある。また，伸びの方向に垂直

生成されたと判断される紅熊石＋赤鉄鉱＋ブラウン鉱 な断面は方形で，集片双様の組織が見られる（第一図）

の集合中に存在する点で特殊な組合せと考えられる。 化学分析はこの種のものについて行なった。

なお，紅簾石は， 理想的な Ca2Al2Mn3＋〔OiOHISi01 集合の周聞には，細柱状の紅簾石の微晶が散在して

Si201〕に近い化学組成を持ち，ブラウン鉱は副成分と おり，また，これらの綴密な集合がとりかこんでいる

して少量の Caを含むものであることも明らかになっ こともある。その外側には微粒のブラウン鉱の集合，

た。ここにこれらの産出について報告する。 更にその外には赤鉄鉱の粒があるが，これらの聞をみ

報文の作成に当り，試料の化学分析をされた国立科 たして，扇状構造を持たないヨハンセン輝石の集合も

学博物館地学研究部地学第二研究室松原 聴博士，現 見られる。

地付近の調査に協力された無名会山本亮一氏およびノ 上記以外の共存鉱物として， 紅簾石の綴密集合中に

ーベノレ社土屋芳男氏に厚く御礼申し上げる。 燐灰石の微粒が含まれていることがある。その産状

産 状

試料は長者舎部落のすぐ南で西から神ノ川に合流す

る沢の転石として採集されたもので，沢の入口付近は

やや細粒の石英閃緑岩の周縁相が露出し， すぐこれに

は，山梨県落合鉱山のマンガンパンペリー石を含む鉱

石中のものと類似し，この場合はマンガンバンペリー

石が紅熊石に対応している。なおこの鉱石は，沸石相

相当の変成作用を受けている（KATOet al., 1981)。
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第一図 ヨハンセン輝石の顕微鋭写真

1 ） 中央から左下の無色部ヨハンセン輝石。 線状の包有物を含む。 その他有色白~l紅熊石。 i:jコ央右
下，右中の百五分には黒色微粒のブラウン鉱が含まれる。 単ニコノレ。上下長約4.75mm。2〕向。

十字ニコノレ。3)1）の中央部の拡大。単ニコノレ。上下長約1.9 mm。4)3）向。十字ニコノレ。



第一表 ヨハンセン輝石の化学分析値 第三表 ブラウン鉱の化学分析値

ユ． 2. 1. 2. 

Si02 件9.29 1.97 Sio2 l0.36 1.04 

Al2o3 0.斗2 0.02 Ti02 0.05 0.00 
Fe 0 -i< 1. 00 0.03 
2 3 
MgO 2.03 0.12 

MnO 26.55 0.92 

Cao 21.81 0.96 

Al2o3 0.33 0.0件

Fe 0 -i< 1.60 0.12 
2 3 
Mn2o3 76.20 5.so 

MnO 10.0斗 0.85 
total 100.10 Cao 1.斗工 0.15 

total 99.9斗
1. 重量百分率，三全鉄。

2. 原子数（換算基準 ：0=6）。

実験式 ・(Cao・95Mno・04)l'1・oo(Mno・ssMgo・12 1. 重量百分率，＊全鉄。

Fe3+o・02)1'1.02(Si1. 97Alo. 02Fe3+o. 01〕 2. 原子数（換算基準 ：総陽イオン数＝8〕， MnOは

l' 2・0006 総陽イオン数を計算した後， Ca原子数との和が1

第二表 紅飯石の化学分析値

1. 2. 

Si02 37.20 2.98 

Al2o3 20.58 1.9件

Fe2o3 2.31 0.1斗

Mn2o3 工5.56 0.95 
MnO 1.18 0.08 

Cao 22.35 1.92 

H o-i< 
2 1. 87 1.00 

total 100.99 
1. 重量百分率，l計算値。

2. 原子数 （換算基準 ：総｜湯イオン数＝8〕。 MnOは

総陽イオン数を計算ーした後， Caの原子数の2om想
値）からの不足分として算出し，残りのMnをMn203

とした。
実験式 ：（Ca1・92Mn2トo-os)l'2・00〔Al1.91Mn3+0.9s

Fe3+o・14〕l'3・。。（Si2・gsAlo・os) l' 3・01

012・01(0H)1.oo 

（理想数）となるように算出し，残りのMnをMn203

とした。

実験式 ：（Mn2'o.ssCao.1s)l'1. oo(Mn3+s. soFe3+ 

0・12Alo・04)1'5・95Si1・04012・02

ヨハンセン輝石のX線粉末回折値，実験式，指数配当

によ って得られた格子恒数を示す。

考察

ヨハンセン輝石と紅飯石および赤鉄鉱との共存は，

橋本（1985）によって論じられた紅簾石と鉄鉱物の組

合せと酸素分庄の関係に抵触しないが，紅簾石＋赤鉄

鉱の組合せは，その中で最高の酸素分圧条件を反映し

ており ，今回の組合せが平衡状態にあるとすれば，こ

のような条件下でも，沸石相相当の変成条件下で，

Mn2＋を主成分とする珪酸i危鉱物の生成する場合のあ

ることを示している。また，ヨハンセン輝石中の Mg

の量については，わが国での公表最高値は，北海道光

竜鉱山の浅熱水性金 ・銀鉱脈鉱床の脈石鉱物として産

するものに見られ，Mg04.5重量96，透輝石分子にし

て27モノレ%に達する（SUGAKl et al., 1985〕。またごく最

近新潟県赤谷鉱山産のヨハンセン輝石の中に，極めて

ヨハンセン輝石ならびに共存鉱物の化学組成 Mgに富み，Fe2＇に比較的乏 しいものが確認された。

Link社製電子線マイクロアナライザーにより，ヨ モノレ比にして Mn>Mgからほぼ連続的に Mg>Mn

ハンセン輝石 ・紅旅石 ・ブラウ ン鉱の化学分析を行な の関係をもつものまで変化する（松原およひかl藤， 来

った。結果をそれぞれ第一， 第二， 第三表に示す。 発表〉。 Mgは一応産状と関係なく， ヨハンセン輝石

中の Mnを置換しうるものと判断される。 また， ヨ

X線粉末回折値 ハンセン輝石においては，Caの原子数が Si=2とし

第四表に本産地およびフソレガリア Madan鉱山産の たl時lに達しないで，最低0.8内外に落ちているもの
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第四表 ヨハンセン輝石の X線粉末回折値
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1. ヨハンセン輝石。神奈川県津久井郡津久井町長者舎産。実験式〔Cao・96Mno.04)l' l・ oo〔Mno.88 

Mgo・12Fe3ト0・02).L'l ・02〔Si1・97Alo.02Fe3ト0・01) l' 2・0006・X線粉末回折計使用。 X線種 ：Cu/Ni。

格子恒数．呈＝9.894, .Q=9.100, s;=5. 275A，戸＝105.11°0

2. ヨハンセン＃!fl石。ブノレガリ ヤ Macan鉱山 Borieva鉱床産。実験式〔Cao.goMno. io)l' i・oo(Mn

0 ・ 84Fe2• o ・ ioMgo ・ 06)l' l・00Si206・X線粉末カメラ法。 X線種： Cu/Ni。JCPDSCard No. 18-

299。（指数の与えられていない7本の線を省くつ絡子恒数 ：呈＝9.90, .!:1=9.10, s;=5. 27A, f3= 

104°5＇。
（両者の格子恒数はほぼ一致しているが，FREED& PEACOR (1967）が北イタリア Schio-Vincenti鉱山

産のものについて得た値（呈＝9.978, .Q=9.156, f=5. 293A，戸＝105.48つとはかなり異なる。 しかし

原因は明らかでない。〉

涜著者が同鉱山から採集した試料について得られたものには存在していないので，明らかに不純物と考

えられる。

もあるが， 上記光竜鉱山のものは最低0.83で，この数 度の上昇に伴なう緑簾石および紅簾石の化学組成の変

字の変化も一応無関係と見なされる0 .. 化範囲の拡大とし寸解釈の内容と合致しない。今回の

紅簾石については，少量の，：caを置換すると考え ものを考慮、に入れると， 彼等の結論は次のように修

られる Mn2• および（Al , Mn3うを置換する Fe3• を 正される。低滅の変成岩に出現する上の二鉱物の化学

考慮しなければ，理想組成 Ca2Al2MnJ+Si30120Hに 組成は，共に理想化学組成式 Ca2Al2MJ+Si30120H

非常に近いものといえる。このことは， MIYASHIRO& (M3ト；Fe3← 緑簾石， Mn3←ー紅策石〕に近く ，温度

SEKI (1958）によって指摘された，変成作用の際の温 の上昇により Fe3•- Mn3＋および A l ー（Fe3',Mn3つ
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の置換が進むようになる。 集，1-4.

ブラウン鉱の化学組成変化に関しては， Mmmr& 橋本光男 1985 石英片岩の分類と 鉄の酸化度．岩

MrYAHISA (1980）および B口JDRACco-GmTTI(1985) 鉱， 80: 167 c演旨〉．
の研究があるが，いずれも特定の変成条件下の産物に KATO, A., s. MATSUB企RA & R. YAMAMOTO 1981 
ついて論じたものである。今回のものの組成は，両者 Pump巴Ilyite-(Mn2つfromthe Ochiai Mine, 
の与えた組成変化帽に含まれるが，前述のヨハンセン Yamanashi Prefecture, Japan. Bull. min 

輝石を産する山梨県落合鉱山産のブラウン鉱中にも er., 104 : 396 399. 

Caに富むものがあり，最高 Ca04% （重量〕 に達し MrvATHmo, A. & Y. SEKI 1958 Enlargement of 

ていること（KATOet al., 1981)は注目に値する事実 the composition負eldof epidote and pie-

である。 montite with rising temperature. Amer. 

J. Sci., 256 : 423-430. 
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を含む鉱物の鉱物学．第 1回討論会講演要旨 （国立科学博物館〕
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